
　今年閉園となった第５幼稚園の跡
地活用について、卒園児の保護者の
方より、声が寄せられました。園舎の
解体を見て胸が痛むと同時に、子ども
達の意見表明の機会があったのか、
疑問に感じられたそうです。手には

「日野市こども条例」をお持ちでした。
　跡地活用は具体的にはまだ決まっていないものの、維持管理
費もかかるため、速やかに解体し、更地にしておく必要があると
いうのが市の説明です。と同時に「まちの記憶をどう残していく
か。公共施設のたたみ方は、今後確かに課題である。」と受け止
めています。
　市と市民はパートナーとして、合意形成を図っていくプロセス
が大切だと考えます。声をあげる人、受け止める人、共感する人、
知恵を出す人、皆がまちづくりの主役です。そのための仕組みづ
くり、一緒に考えていきませんか。


